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 皆皆皆皆さんのさんのさんのさんのテキストテキストテキストテキストではではではでは 45 ページページページページからからからから始始始始まりますまりますまりますまります。。。。ほぼこのほぼこのほぼこのほぼこのレジュメレジュメレジュメレジュメにににに従従従従ってってってって説明説明説明説明をしてをしてをしてをしていきたいといきたいといきたいといきたいと思思思思いますいますいますいます。。。。 

  日本日本日本日本のののの温暖化対策戦略温暖化対策戦略温暖化対策戦略温暖化対策戦略はははは、、、、世界世界世界世界とととと比比比比べべべべ、、、、特特特特にににに長期長期長期長期のののの対策対策対策対策ではではではでは大分違大分違大分違大分違ってくるようにってくるようにってくるようにってくるように思思思思いいいいますますますます。「。「。「。「人口減少人口減少人口減少人口減少のののの追追追追いいいい風生風生風生風生かせかせかせかせ」」」」ということでということでということでということで話話話話をををを進進進進めていきたいとめていきたいとめていきたいとめていきたいと思思思思いますいますいますいます。。。。 

  47 ページページページページにはにはにはには、、、、9 月月月月 28 日日日日にににに日本経済新聞日本経済新聞日本経済新聞日本経済新聞のののの「「「「経済教室経済教室経済教室経済教室」」」」にににに書書書書いたいたいたいた私私私私のののの論文論文論文論文ですですですです。。。。後後後後でおでおでおでお読読読読みいただいてみいただいてみいただいてみいただいて、、、、きょうのきょうのきょうのきょうの話話話話のののの参考参考参考参考にしていただければとにしていただければとにしていただければとにしていただければと思思思思いますいますいますいます。。。。 

  （（（（それではそれではそれではそれでは、、、、早速早速早速早速、、、、次次次次をおをおをおをお願願願願いいたしますいいたしますいいたしますいいたします。）。）。）。） 

  日本日本日本日本のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス削減削減削減削減対策対策対策対策はははは、、、、短期短期短期短期とととと長期長期長期長期にににに分分分分けることができますけることができますけることができますけることができます。。。。短期目標短期目標短期目標短期目標としてとしてとしてとしてはははは京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書のののの公約公約公約公約、、、、2010 年年年年にににに 1990 年比年比年比年比でででで 6%削減削減削減削減するということするということするということするということ、、、、長期目標長期目標長期目標長期目標としてはとしてはとしてはとしては、、、、
2050 年年年年にににに世界世界世界世界のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスをををを半減半減半減半減するということするということするということするということですですですです。。。。このこのこのこの目標目標目標目標はははは先先先先ほどほどほどほど鈴木先生鈴木先生鈴木先生鈴木先生がおがおがおがおっしゃったようにっしゃったようにっしゃったようにっしゃったように、、、、安倍前首相安倍前首相安倍前首相安倍前首相ががががドイツドイツドイツドイツでででで開開開開かれたかれたかれたかれた G8 でででで各国各国各国各国にににに呼呼呼呼びかけたものですびかけたものですびかけたものですびかけたものです。。。。私私私私はははは、、、、安倍提案安倍提案安倍提案安倍提案をををを聞聞聞聞いたいたいたいた時時時時にににに、、、、なぜなぜなぜなぜ世界世界世界世界のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの半減半減半減半減をををを提案提案提案提案しておきながらしておきながらしておきながらしておきながら、、、、日本日本日本日本のののの数数数数値値値値目標目標目標目標をををを具体的具体的具体的具体的にににに提示提示提示提示しないのかしないのかしないのかしないのか非常非常非常非常にににに不思議不思議不思議不思議にににに思思思思いましたいましたいましたいました。。。。後後後後からからからから説明説明説明説明するようにするようにするようにするように、、、、日日日日本本本本のののの場合場合場合場合にはにはにはには、、、、2050 年年年年にににに温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスをををを 90 年比年比年比年比でででで 70%ぐらいぐらいぐらいぐらい削減削減削減削減することはすることはすることはすることは十分可能十分可能十分可能十分可能だだだだとととと思思思思っていますっていますっていますっています。。。。しかししかししかししかし、、、、世界世界世界世界でででで半減半減半減半減というのはかなりというのはかなりというのはかなりというのはかなり難難難難しいしいしいしい。。。。むしろむしろむしろむしろ日本日本日本日本のののの数値数値数値数値目標目標目標目標ををををしっかりとしっかりとしっかりとしっかりと掲掲掲掲げたほうがよかったげたほうがよかったげたほうがよかったげたほうがよかったのではのではのではのではないかとないかとないかとないかと思思思思っているわけですっているわけですっているわけですっているわけです。。。。 

  短期悲観短期悲観短期悲観短期悲観、、、、つまりつまりつまりつまり京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書のののの目標目標目標目標、、、、6%削減削減削減削減というのはというのはというのはというのは非常非常非常非常にににに難難難難しいしいしいしい状況状況状況状況にににに今今今今あるといあるといあるといあるということですうことですうことですうことです。。。。2005 年年年年のののの 1990 年年年年にににに対対対対するするするする経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率はははは大体大体大体大体 15%増増増増ぐらいぐらいぐらいぐらいですですですです。。。。同同同同じじじじ期間期間期間期間にににに温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量はははは 7.8%増増増増ですですですです。。。。弾性値弾性値弾性値弾性値というというというという言言言言葉葉葉葉をををを経済学経済学経済学経済学ではではではでは使使使使いますけれどもいますけれどもいますけれどもいますけれども、、、、日本日本日本日本のののの場合場合場合場合はははは、、、、要要要要するにするにするにするに、、、、1%のののの経済成長経済成長経済成長経済成長をするためにをするためにをするためにをするために温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスがががが 0.5%ぐらいはぐらいはぐらいはぐらいは増増増増ええええてしまうようなてしまうようなてしまうようなてしまうような経済構造経済構造経済構造経済構造になっているわけですになっているわけですになっているわけですになっているわけです。。。。日本日本日本日本経済経済経済経済はははは、、、、以前以前以前以前とととと比比比比べべべべ省省省省エネエネエネエネ化化化化ががががかなかなかなかなりりりり進進進進んでいるにもかかわらずんでいるにもかかわらずんでいるにもかかわらずんでいるにもかかわらず、、、、化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型のののの成長成長成長成長というというというという構造構造構造構造はははは変変変変わっていまわっていまわっていまわっていませんせんせんせん。。。。ここここのののの構造構造構造構造をををを変変変変えないえないえないえない限限限限りりりり、、、、経済成長経済成長経済成長経済成長をすればをすればをすればをすれば、、、、どうしてもどうしてもどうしてもどうしても 1%にににに対対対対してしてしてして 0.5%ぐらいはぐらいはぐらいはぐらいは CO2 をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスがががが増増増増えてしまうえてしまうえてしまうえてしまうわけでわけでわけでわけですすすす。。。。 

  したがってしたがってしたがってしたがって、、、、先先先先ほどほどほどほど鈴木先生鈴木先生鈴木先生鈴木先生のののの図図図図にもあったとにもあったとにもあったとにもあったと思思思思いますけれどもいますけれどもいますけれどもいますけれども、、、、CO2 はははは、、、、産業界産業界産業界産業界のののの自自自自主行動計画主行動計画主行動計画主行動計画にもかかわらずにもかかわらずにもかかわらずにもかかわらず、、、、ずっとずっとずっとずっと増増増増ええええ続続続続けていけていけていけていますますますます。。。。それはそれはそれはそれは産業構造産業構造産業構造産業構造がががが化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型になっているわけですからになっているわけですからになっているわけですからになっているわけですから、、、、なかなかなかなかなかなかなかなか努力努力努力努力してもしてもしてもしても減減減減らないらないらないらない。。。。ずっとずっとずっとずっと増増増増ええええ続続続続けているわけでけているわけでけているわけでけているわけですすすす。。。。化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型のののの経済成長経済成長経済成長経済成長をををを変変変変えないえないえないえない限限限限りりりり、、、、温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出排出排出排出削減削減削減削減にはにはにはには、、、、限界限界限界限界があがあがあがありますりますりますります。。。。 

  次次次次にににに京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書のののの約束期間約束期間約束期間約束期間、、、、つまりつまりつまりつまり 2008 年年年年からからからから 2012 年年年年までのまでのまでのまでの日本日本日本日本のののの経済成長経済成長経済成長経済成長はどういはどういはどういはどういうううう動動動動きをするきをするきをするきをするでしょうかでしょうかでしょうかでしょうか。。。。2011 年年年年まではまではまではまでは、、、、政府政府政府政府のののの中期経済見通中期経済見通中期経済見通中期経済見通しししし、、、、財政財政財政財政ののののプライマリーバプライマリーバプライマリーバプライマリーバランスランスランスランスをををを維持維持維持維持するためにするためにするためにするために政府政府政府政府がががが発表発表発表発表したしたしたした見通見通見通見通しですしですしですしです。。。。12 年年年年はははは私私私私のののの推定推定推定推定ですですですです。。。。つまりつまりつまりつまり、、、、約束約束約束約束期間期間期間期間のののの、、、、2008 年年年年からからからから 2012 年年年年まではまではまではまでは、、、、実質実質実質実質でででで大体大体大体大体 2%ぐらいのぐらいのぐらいのぐらいの経済成長経済成長経済成長経済成長がががが見込見込見込見込まれていまれていまれていまれていますますますます。。。。そうしますとそうしますとそうしますとそうしますと、、、、温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの増加率増加率増加率増加率はははは、、、、1%程度程度程度程度はやはりはやはりはやはりはやはり増加増加増加増加してしまうしてしまうしてしまうしてしまう、、、、そういうそういうそういうそういう経済経済経済経済構造構造構造構造になっているわけですになっているわけですになっているわけですになっているわけです。。。。このこのこのこの構造構造構造構造をををを転換転換転換転換させさせさせさせないないないない限限限限りはりはりはりは、、、、なかなかなかなかなかなかなかなか 6%削減削減削減削減というのはというのはというのはというのは難難難難しいしいしいしい、、、、そういうそういうそういうそういう状況状況状況状況にあるわけですにあるわけですにあるわけですにあるわけです。。。。それではそれではそれではそれでは、、、、6%削減削減削減削減のためにのためにのためにのために今今今今どういうどういうどういうどういう対策対策対策対策がとらがとらがとらがとられてれてれてれているかいるかいるかいるかをををを示示示示したのがしたのがしたのがしたのが、、、、次次次次のののの表表表表ですですですです。。。。 

  産業界産業界産業界産業界のののの自主行動計画自主行動計画自主行動計画自主行動計画、、、、ほぼこれにほぼこれにほぼこれにほぼこれに全面的全面的全面的全面的にににに依存依存依存依存しているわけですしているわけですしているわけですしているわけです。。。。それからそれからそれからそれから、、、、チームチームチームチーム・・・・



マイマイマイマイナナナナスススス 6%運運運運動動動動、、、、1 人人人人 1 日日日日 1kg のののの削減削減削減削減運運運運動動動動、、、、これをこれをこれをこれをごごごごらんになってらんになってらんになってらんになって皆皆皆皆さんどうさんどうさんどうさんどう思思思思いますいますいますいます？？？？    全全全全部部部部、、、、産業界産業界産業界産業界なりなりなりなり、、、、国国国国民民民民にににに対対対対ししししてのてのてのての自主的自主的自主的自主的なななな努力努力努力努力にににに依存依存依存依存しているだけでしているだけでしているだけでしているだけですすすすねねねね。。。。政府政府政府政府としてとしてとしてとして本本本本気気気気でででで温暖化対策温暖化対策温暖化対策温暖化対策にににに取取取取りりりり組組組組むんだというむんだというむんだというむんだという断固断固断固断固としたとしたとしたとした姿勢姿勢姿勢姿勢、、、、低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会をつくるためをつくるためをつくるためをつくるためにににに国国国国ととととしてしてしてして取取取取りりりり組組組組むためのむためのむためのむための具体的具体的具体的具体的なななな対策対策対策対策がががが全全全全然然然然打打打打ちちちち出出出出されていませんされていませんされていませんされていません。。。。出出出出ていないわけですていないわけですていないわけですていないわけです。。。。ここここれではれではれではれでは、、、、とてもとてもとてもとても 6%削減削減削減削減はははは難難難難しいしいしいしいとととと思思思思いますいますいますいます。。。。 

  いまこといまこといまこといまこと、、、、政府政府政府政府のののの強強強強力力力力ななななリーリーリーリーダダダダーーーーシッシッシッシッププププがががが必必必必要要要要ですですですです。。。。企企企企業業業業、、、、国国国国民民民民のののの自主的自主的自主的自主的なななな取取取取りりりり組組組組みだみだみだみだけではけではけではけでは限界限界限界限界があってがあってがあってがあって、、、、低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会へへへへ向向向向けたけたけたけた政府政府政府政府のののの強強強強力力力力なななな決意決意決意決意表明表明表明表明がががが必必必必要要要要ですですですです。。。。日本日本日本日本はははは市市市市場場場場経済経済経済経済のののの国国国国であるであるであるであるにもかかわらずにもかかわらずにもかかわらずにもかかわらず、、、、価格価格価格価格メメメメカニズカニズカニズカニズムムムムをををを活用活用活用活用したしたしたした対策対策対策対策がありませんがありませんがありませんがありません。。。。たとえばたとえばたとえばたとえば環境税環境税環境税環境税、、、、特特特特にににに炭素税炭素税炭素税炭素税のののの導入導入導入導入、、、、それからそれからそれからそれから、、、、省省省省エネエネエネエネ、、、、新新新新エネエネエネエネ技術促技術促技術促技術促進進進進ののののインインインインセセセセンテンテンテンティブィブィブィブ税制税制税制税制、、、、キキキキャッャッャッャッププププ・・・・アアアアンドンドンドンド・・・・トレードトレードトレードトレード方式方式方式方式のののの排出排出排出排出権取引権取引権取引権取引、、、、いろんないろんないろんないろんな形形形形でででで経済的経済的経済的経済的手法手法手法手法をををを導入導入導入導入することすることすることすることによってによってによってによって化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型のののの成長成長成長成長パタパタパタパターンーンーンーンをををを変変変変えていえていえていえていかなくてはいけないわけですかなくてはいけないわけですかなくてはいけないわけですかなくてはいけないわけです。。。。そこにそこにそこにそこに手手手手をををを触触触触れないでれないでれないでれないで産業産業産業産業をををを業業業業種別種別種別種別にににに分分分分けてけてけてけて、、、、何何何何%削減削減削減削減せよというようなことせよというようなことせよというようなことせよというようなことでででで京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書のののの目目目目標標標標をををを達達達達成成成成しようとしているわけですしようとしているわけですしようとしているわけですしようとしているわけです。。。。自主行動計画自主行動計画自主行動計画自主行動計画とととと言言言言えばえばえばえば非常非常非常非常にににに格好格好格好格好がいいようにがいいようにがいいようにがいいように思思思思うううう方方方方もいるかもわかりませんけれどももいるかもわかりませんけれどももいるかもわかりませんけれどももいるかもわかりませんけれども、、、、そのそのそのその本質本質本質本質はははは経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省によるによるによるによる行政行政行政行政指導指導指導指導にほかなりまにほかなりまにほかなりまにほかなりませんせんせんせん。。。。行政行政行政行政指導指導指導指導でででで各産業界各産業界各産業界各産業界、、、、企企企企業業業業にににに対対対対してしてしてして、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの業界業界業界業界、、、、企企企企業業業業はこれだけはこれだけはこれだけはこれだけ削減削減削減削減しなさいしなさいしなさいしなさい。。。。足足足足りないりないりないりない場合場合場合場合にはさらににはさらににはさらににはさらに削減削減削減削減しなさいというようなしなさいというようなしなさいというようなしなさいというような形形形形でででで行政行政行政行政指導指導指導指導をををを強強強強化化化化することですることですることですることで削減目削減目削減目削減目標標標標をををを何何何何とかとかとかとか達達達達成成成成しようというようなやりしようというようなやりしようというようなやりしようというようなやり方方方方をしているわけですをしているわけですをしているわけですをしているわけです。。。。 昭和昭和昭和昭和 20 年年年年代代代代、、、、日本日本日本日本がががが戦戦戦戦争争争争にににに負負負負けてけてけてけて復興復興復興復興するときにするときにするときにするときに、、、、様様様様々々々々なななな物資物資物資物資がががが不不不不足足足足していしていしていしていましたましたましたました。。。。そそそそのときにのときにのときにのときに、、、、鉄鋼鉄鋼鉄鋼鉄鋼とかとかとかとか、、、、石石石石炭炭炭炭とかとかとかとか、、、、さまさまさまさまざざざざまなまなまなまな物資物資物資物資をををを輸入輸入輸入輸入するするするする場合場合場合場合にににに、、、、当当当当時時時時のののの通産省通産省通産省通産省がががが、、、、割割割割りりりり当当当当てててて方式方式方式方式というというというという形形形形でででで、、、、まさにまさにまさにまさに現在現在現在現在やっているのとやっているのとやっているのとやっているのと同同同同じようなじようなじようなじような行政行政行政行政指導指導指導指導でででで産業界産業界産業界産業界にににに圧圧圧圧力力力力ををををかけてかけてかけてかけて従従従従わせてきわせてきわせてきわせてきましたましたましたました。。。。現在現在現在現在のののの 6%達達達達成成成成のののの仕方仕方仕方仕方、、、、方法方法方法方法というのはというのはというのはというのは、、、、まさにまさにまさにまさに昭和昭和昭和昭和 20 年年年年代代代代のののの行政行政行政行政指導指導指導指導がががが復活復活復活復活したのではないかなというようなしたのではないかなというようなしたのではないかなというようなしたのではないかなというような感感感感じじじじさえさえさえさえ持持持持ちちちちますますますます。。。。そういうようなそういうようなそういうようなそういうような形形形形でででで
6%達達達達成成成成するというのはなかなかするというのはなかなかするというのはなかなかするというのはなかなか難難難難しいしいしいしい。。。。 行政行政行政行政指導指導指導指導ではなくではなくではなくではなく、、、、経済的経済的経済的経済的なななな手段手段手段手段をををを導入導入導入導入することすることすることすることでででで、、、、もっともっともっともっと効率的効率的効率的効率的にににに６６６６％％％％削減削減削減削減はははは可能可能可能可能でででですすすす。。。。例例例例えばえばえばえば炭素税炭素税炭素税炭素税をををを導入導入導入導入するするするする、、、、それにたえられないそれにたえられないそれにたえられないそれにたえられない企企企企業業業業はははは市市市市場場場場からからからから消消消消えていくえていくえていくえていく、、、、それにたそれにたそれにたそれにたえられるえられるえられるえられる企企企企業業業業はどんどんはどんどんはどんどんはどんどん業業業業績績績績をををを拡拡拡拡大大大大していくしていくしていくしていく。。。。こういうこういうこういうこういう形形形形でででで、、、、省省省省エネエネエネエネ、、、、省省省省資源資源資源資源にににに努力努力努力努力してしてしてしているいるいるいる企企企企業業業業がががが、、、、市市市市場場場場のののの価格価格価格価格というというというというシグナルシグナルシグナルシグナルによってによってによってによって選別選別選別選別されていくわけですされていくわけですされていくわけですされていくわけです。。。。イイイイギギギギリスリスリスリスをはをはをはをはじめじめじめじめヨヨヨヨーーーーロッパロッパロッパロッパ諸諸諸諸国国国国ではではではでは、、、、まずそういうまずそういうまずそういうまずそういう大前提大前提大前提大前提があったがあったがあったがあった上上上上でいろいろでいろいろでいろいろでいろいろなななな政策政策政策政策がががが実実実実施施施施されてされてされてされているわけですいるわけですいるわけですいるわけです。。。。しかししかししかししかし、、、、日本日本日本日本のののの場合場合場合場合にはにはにはには、、、、困困困困ったことったことったことったことですがですがですがですが、、、、行政行政行政行政指導指導指導指導でででで力力力力任任任任せでせでせでせで 6%達達達達成成成成をしようというをしようというをしようというをしようという形形形形ででででやっているわけですやっているわけですやっているわけですやっているわけです。。。。そういうそういうそういうそういう形形形形でやりますとでやりますとでやりますとでやりますと、、、、もしもしもしもし仮仮仮仮にににに 6%削減削減削減削減がががが達達達達成成成成できたとしできたとしできたとしできたとしてもてもてもても、、、、そのそのそのその場合場合場合場合にはにはにはには、、、、おそらくおそらくおそらくおそらく企企企企業業業業ははははへへへへととととへへへへとにとにとにとに疲疲疲疲れきってしまってれきってしまってれきってしまってれきってしまっているといるといるといると思思思思いますいますいますいます。。。。2013 年以年以年以年以降降降降、、、、さらにさらにさらにさらに大大大大幅幅幅幅なななな CO2 削減削減削減削減をしなくてはいけないというをしなくてはいけないというをしなくてはいけないというをしなくてはいけないという状況状況状況状況にあるわにあるわにあるわにあるわけですけれどもけですけれどもけですけれどもけですけれども、、、、それにもうそれにもうそれにもうそれにもう立立立立ちちちち向向向向かうためのかうためのかうためのかうための体力体力体力体力がなくなっているがなくなっているがなくなっているがなくなっているわけですわけですわけですわけです。。。。今今今今のののの行政行政行政行政指導指導指導指導のやりのやりのやりのやり方方方方はははは、、、、一種一種一種一種のののの護送船団方式護送船団方式護送船団方式護送船団方式といってもよいでしょうといってもよいでしょうといってもよいでしょうといってもよいでしょう。。。。、、、、各各各各業界業界業界業界にににに何何何何%削減削減削減削減せよせよせよせよ、、、、各業界各業界各業界各業界のののの中中中中ではではではではシェアシェアシェアシェア別別別別にににに、、、、大大大大きなきなきなきな企企企企業業業業にはよりにはよりにはよりにはより大大大大きくきくきくきく、、、、小小小小さなさなさなさな企企企企業業業業にはよりにはよりにはよりにはより少少少少なくといなくといなくといなくというううう形形形形でででで、、、、すべてのすべてのすべてのすべての企企企企業業業業にににに削減量削減量削減量削減量をををを割割割割りりりり振振振振っていくっていくっていくっていく。。。。ここここのやりのやりのやりのやり方方方方はははは、、、、護送船団方式護送船団方式護送船団方式護送船団方式そのものそのものそのものそのものですですですです。。。。価格価格価格価格メメメメカニズカニズカニズカニズムムムムをををを活用活用活用活用せずにせずにせずにせずに、、、、行政行政行政行政指導指導指導指導でででで力力力力任任任任せでせでせでせで 6%削減削減削減削減をををを達達達達成成成成するというのはするというのはするというのはするというのは無無無無理理理理がありますがありますがありますがあります。。。。やろうとやろうとやろうとやろうと思思思思えばえばえばえば来来来来年度年度年度年度からでもからでもからでもからでも実実実実施施施施できるできるできるできる炭素税炭素税炭素税炭素税のののの導入導入導入導入をををを柱柱柱柱にしてにしてにしてにして、、、、6%達達達達成成成成をををを目目目目指指指指すべきでしょうすべきでしょうすべきでしょうすべきでしょう。。。。 

  炭素税炭素税炭素税炭素税のののの導入導入導入導入についてについてについてについて、、、、産業界産業界産業界産業界のののの重鎮重鎮重鎮重鎮がこんながこんながこんながこんな主主主主張張張張をしていましたをしていましたをしていましたをしていました。。。。今今今今市市市市場場場場でででで石石石石油油油油のののの値値値値段段段段はははは、、、、1 バレバレバレバレルルルル当当当当たりたりたりたり 100 ドドドドルルルルにににに接近接近接近接近していますしていますしていますしています。。。。価格価格価格価格がががが 1 バレバレバレバレルルルル当当当当たりたりたりたり 100 ドドドドルルルルにににに接近接近接近接近しししし



たたたたにもかかわらずにもかかわらずにもかかわらずにもかかわらず、、、、石石石石油消費油消費油消費油消費はあまりはあまりはあまりはあまり減減減減らないらないらないらない。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、炭素炭素炭素炭素税税税税をををを課課課課してもしてもしてもしても抑制抑制抑制抑制効果効果効果効果はないのではないかはないのではないかはないのではないかはないのではないかというというというという主主主主張張張張ですですですです。。。。これはこれはこれはこれは経済経済経済経済ののののメメメメカニズカニズカニズカニズムムムムをををを知知知知らないらないらないらない人人人人のののの発言発言発言発言だとだとだとだと私私私私はははは思思思思いますいますいますいます。。。。今今今今、、、、仮仮仮仮にににに 1 バレバレバレバレルルルル当当当当たりたりたりたり 100 ドドドドルルルルにににに達達達達したとしてもしたとしてもしたとしてもしたとしても石石石石油油油油のののの消費消費消費消費はあまりはあまりはあまりはあまり減減減減ららららないないないない。。。。なぜかなぜかなぜかなぜか。。。。市市市市場経済場経済場経済場経済のもとではのもとではのもとではのもとでは、、、、100 ドドドドルルルルのののの価格価格価格価格がまたがまたがまたがまた 60 ドドドドルルルルにににに戻戻戻戻るるるる可能性可能性可能性可能性ももももあるわあるわあるわあるわけですけですけですけです。。。。つまりつまりつまりつまり、、、、一一一一時的時的時的時的にににに 100 ドドドドルルルルになってになってになってになってもももも、、、、需需需需要要要要がががが落落落落ちちちちればまたればまたればまたればまた 60 ドドドドルルルル、、、、場合場合場合場合によっによっによっによってはてはてはては 50 ドドドドルルルル近近近近くまでくまでくまでくまで落落落落ちちちちるかもわからないるかもわからないるかもわからないるかもわからない。。。。そういうようなそういうようなそういうようなそういうような仕組仕組仕組仕組みのもとではみのもとではみのもとではみのもとでは石石石石油油油油のののの消費消費消費消費はははは減減減減りませんりませんりませんりません。。。。しかししかししかししかし、、、、炭素税炭素税炭素税炭素税をををを実実実実施施施施してしてしてしてこれからこれからこれからこれからはははは 100 ドドドドルルルル以以以以下下下下にならないにならないにならないにならないことがことがことがことが分分分分かかかかればればればれば、、、、企企企企業業業業としてもとしてもとしてもとしても代替代替代替代替エネエネエネエネルギルギルギルギーーーーのののの開発開発開発開発にににに取取取取りりりり組組組組むとかむとかむとかむとか、、、、省省省省エネエネエネエネにににに取取取取りりりり組組組組むとかというむとかというむとかというむとかという形形形形でででで対対対対応応応応していくわけですしていくわけですしていくわけですしていくわけです。。。。しかししかししかししかし、、、、価格価格価格価格がががが今今今今 100 ドドドドルルルルでもでもでもでも、、、、将来将来将来将来 60 ドドドドルルルルになるというよになるというよになるというよになるというようなことではあまりうなことではあまりうなことではあまりうなことではあまり技術技術技術技術革革革革新新新新ののののインインインインセセセセンテンテンテンティブィブィブィブにはなりませんにはなりませんにはなりませんにはなりません。。。。炭素税炭素税炭素税炭素税のののの導入導入導入導入はははは、、、、新新新新エネエネエネエネ、、、、省省省省エネエネエネエネ技術技術技術技術開発開発開発開発のののの大大大大きなきなきなきなインインインインセセセセンテンテンテンティブィブィブィブになりますになりますになりますになります。。。。 補助金補助金補助金補助金対策対策対策対策もももも問題問題問題問題がありますがありますがありますがあります。。。。たとえばたとえばたとえばたとえば、、、、太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電のののの補助金補助金補助金補助金をををを 2005 年年年年にににに打打打打ちちちち切切切切ってしってしってしってしまいましたまいましたまいましたまいました。。。。そしてそしてそしてそして、、、、そのそのそのその翌翌翌翌年年年年ぐらいからぐらいからぐらいからぐらいから太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電のののの普及普及普及普及ででででででででドイツドイツドイツドイツにににに世界世界世界世界一一一一をををを奪奪奪奪われわれわれわれてしまいましたてしまいましたてしまいましたてしまいました。。。。補助金廃止補助金廃止補助金廃止補助金廃止のののの理由理由理由理由としてはとしてはとしてはとしては、、、、太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電をつけようとするをつけようとするをつけようとするをつけようとする家庭家庭家庭家庭がどんどがどんどがどんどがどんどんんんん増増増増えてえてえてえておりおりおりおり、、、、補助金補助金補助金補助金のののの原資原資原資原資ががががなくなったということなくなったということなくなったということなくなったということ、、、、あるあるあるある程度程度程度程度普及普及普及普及してきたのでしてきたのでしてきたのでしてきたので、、、、補助補助補助補助金金金金のののの役割役割役割役割はははは終終終終わったということがわったということがわったということがわったということが挙挙挙挙げられてげられてげられてげられていますいますいますいます。。。。廃止廃止廃止廃止のののの理由理由理由理由はもはもはもはもちちちちろんろんろんろん一理一理一理一理はありまはありまはありまはありますすすす。。。。しかししかししかししかし、、、、補助金補助金補助金補助金をををを出出出出すことですことですことですことで太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電をををを設置設置設置設置するするするする家庭家庭家庭家庭がどんどんがどんどんがどんどんがどんどん増増増増ええええているならているならているならているなら、、、、そのそのそのその勢勢勢勢いをさらにいをさらにいをさらにいをさらに加速加速加速加速させるためにさせるためにさせるためにさせるために補助金補助金補助金補助金をををを続続続続けるというけるというけるというけるという選択選択選択選択もあるのではないでしょうもあるのではないでしょうもあるのではないでしょうもあるのではないでしょうかかかか。。。。太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電のののの需需需需要要要要がががが高高高高まればまればまればまれば、、、、太陽光太陽光太陽光太陽光パパパパネネネネルルルルをつくっているをつくっているをつくっているをつくっている企企企企業業業業、、、、例例例例えばえばえばえばシャシャシャシャープープープープととととかかかか、、、、京京京京セセセセララララとかとかとかとか、、、、三三三三洋洋洋洋電機電機電機電機などなどなどなどはますますはますますはますますはますます太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電施設電施設電施設電施設をををを増産増産増産増産しししし、、、、ココココストストストストもももも安安安安くくくくなりまなりまなりまなりますすすす。。。。そうしますとそうしますとそうしますとそうしますと、、、、発発発発電施設電施設電施設電施設はますますはますますはますますはますます売売売売れていくれていくれていくれていく。。。。そのそのそのその結結結結果果果果企企企企業業業業のののの売売売売りりりり上上上上げはげはげはげは増増増増ええええ、、、、法法法法人人人人所得所得所得所得もももも増加増加増加増加しますしますしますします。。。。それでそれでそれでそれで法法法法人人人人所得所得所得所得のののの半分半分半分半分はははは税金税金税金税金というというというという形形形形でででで政府政府政府政府にににに納納納納めるわけですめるわけですめるわけですめるわけですねねねね。。。。そうするとそうするとそうするとそうすると、、、、例例例例えばえばえばえば 3 年年年年かかかか 5 年年年年というというというという時間時間時間時間でででで見見見見るとるとるとると、、、、企企企企業業業業がががが納納納納めるめるめるめる法法法法人人人人税税税税のほうがのほうがのほうがのほうが補助金補助金補助金補助金よりよりよりより大大大大きくなるきくなるきくなるきくなる可能性可能性可能性可能性がありますがありますがありますがあります。。。。そういうそういうそういうそういう形形形形でででで、、、、補助金補助金補助金補助金のありのありのありのあり方方方方をををを考考考考えるえるえるえる場合場合場合場合もももも、、、、単単単単年年年年度主度主度主度主義義義義ではなくではなくではなくではなく、、、、3 年年年年とかとかとかとか 5 年年年年というようなというようなというようなというような期間期間期間期間でででで考考考考えていえていえていえていくくくく必必必必要要要要がありますがありますがありますがあります。。。。せっかくせっかくせっかくせっかく太太太太陽光陽光陽光陽光発発発発電電電電のののの普及普及普及普及にはずみがついてきたわけですからにはずみがついてきたわけですからにはずみがついてきたわけですからにはずみがついてきたわけですから、、、、もっともっともっともっと補助金補助金補助金補助金をををを増増増増やしてやしてやしてやして普及普及普及普及をををを加速加速加速加速させるさせるさせるさせる、、、、補助金補助金補助金補助金のののの原資原資原資原資はははは普及普及普及普及でででで潤潤潤潤うううう太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電メーメーメーメーカカカカーーーーなどのなどのなどのなどの税金税金税金税金でまかなうというでまかなうというでまかなうというでまかなうという新新新新ししししいいいい循環循環循環循環をををを軌道軌道軌道軌道にににに乗乗乗乗せればせればせればせれば、、、、自自自自然然然然にににに脱脱脱脱化石燃料化化石燃料化化石燃料化化石燃料化、、、、低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会へへへへ向向向向けたけたけたけた道道道道がががが開開開開けてきますけてきますけてきますけてきます。。。。日本日本日本日本ではではではでは市市市市場経済場経済場経済場経済をををを標標標標榜榜榜榜しているにもかかわらずしているにもかかわらずしているにもかかわらずしているにもかかわらず、、、、なぜなぜなぜなぜ価格価格価格価格メメメメカニズカニズカニズカニズムムムムのののの活用活用活用活用がががが遅遅遅遅れれれれ、、、、社社社社会会会会主主主主義義義義経済経済経済経済がががが好好好好むようなむようなむようなむような行政行政行政行政指導指導指導指導にににに依存依存依存依存したがるのかとてもしたがるのかとてもしたがるのかとてもしたがるのかとても不思議不思議不思議不思議なななな気気気気がしまがしまがしまがしますすすす。。。。京都議京都議京都議京都議定書定書定書定書のののの目標目標目標目標達達達達成成成成ととととがががが難難難難しいとしいとしいとしいと考考考考えるえるえるえる理由理由理由理由はははは、、、、以以以以上上上上のののの通通通通りですりですりですりです。。。。 

  次次次次にににに長期長期長期長期楽楽楽楽観観観観についてについてについてについておおおお話話話話ししししたいとたいとたいとたいと思思思思いますいますいますいます。。。。長期長期長期長期楽楽楽楽観観観観というのはというのはというのはというのは、、、、例例例例えばえばえばえば 2050 年年年年にににに 90年比年比年比年比でででで 70%ぐらいぐらいぐらいぐらい温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスをををを削減削減削減削減することはすることはすることはすることは十分可能十分可能十分可能十分可能だということだということだということだということですですですです。。。。そのそのそのその 1 つのつのつのつの根拠根拠根拠根拠がががが人口人口人口人口のののの減少減少減少減少ですですですです。。。。 

  2004 年年年年にににに日本日本日本日本のののの人口人口人口人口ははははピピピピーーーーククククになったわけですになったわけですになったわけですになったわけです。。。。2005 年年年年からからからから人口人口人口人口がががが減少減少減少減少にににに向向向向かいかいかいかい始始始始めまめまめまめますすすす。。。。国国国国立社会保障立社会保障立社会保障立社会保障・・・・人口人口人口人口問題研究所問題研究所問題研究所問題研究所のののの推計推計推計推計によりますとによりますとによりますとによりますと、、、、2030 年年年年のののの人口人口人口人口はははは 1 億億億億 1,500 万万万万人人人人ぐらいぐらいぐらいぐらい。。。。2050 年年年年にはにはにはには 9,500万万万万人人人人ぐらいぐらいぐらいぐらいにににに減減減減っていくわけですっていくわけですっていくわけですっていくわけです。。。。だからだからだからだから、、、、2005 年年年年とととと比比比比べるとべるとべるとべると
2050 年年年年はははは約約約約 3,300万万万万人人人人、、、、人口人口人口人口がががが減減減減るわけでするわけでするわけでするわけです。。。。大体大体大体大体 9,500万万万万人人人人ぐらいのぐらいのぐらいのぐらいの人口人口人口人口ははははヨヨヨヨーーーーロッパロッパロッパロッパのののの国国国国でいえばどこになるかというとでいえばどこになるかというとでいえばどこになるかというとでいえばどこになるかというと、、、、ドイツドイツドイツドイツがががが 8,200万万万万人人人人ぐらいぐらいぐらいぐらいでででで比比比比較較較較的的的的近近近近いいいい人口人口人口人口ですですですです。。。。 

  日本日本日本日本のののの人口人口人口人口はははは、、、、明明明明治元治元治元治元年年年年、、、、1968 年年年年当当当当時時時時、、、、約約約約 3,400 万万万万人人人人ぐらいだったぐらいだったぐらいだったぐらいだった。。。。それそれそれそれ以以以以降降降降ずっとずっとずっとずっと増増増増ええええ続続続続けてけてけてけて、、、、2004 年年年年までまでまでまで増増増増ええええ続続続続けてけてけてけて 1 億億億億 2,800 万万万万人人人人ぐらいになったわけですぐらいになったわけですぐらいになったわけですぐらいになったわけです。。。。しかししかししかししかし、、、、2005



年年年年からからからから人口人口人口人口がどんどんがどんどんがどんどんがどんどん減減減減りりりり続続続続けてけてけてけて、、、、2050 年年年年にはにはにはには 9,500 万万万万人人人人ぐらいまでぐらいまでぐらいまでぐらいまで減少減少減少減少するとするとするとすると予想予想予想予想されされされされてててているわけですいるわけですいるわけですいるわけです。。。。 

  経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率とととと人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率とのとのとのとの関係関係関係関係はははは非常非常非常非常にににに簡単簡単簡単簡単なななな計計計計算算算算式式式式でつながっていますでつながっていますでつながっていますでつながっています。。。。経済成長経済成長経済成長経済成長率率率率はははは、、、、1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP のののの増加率増加率増加率増加率とととと人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率のののの合計合計合計合計でででで定定定定義義義義されされされされますますますます。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、人口増人口増人口増人口増加率加率加率加率ががががマイマイマイマイナナナナススススにににに転転転転じてどんどんじてどんどんじてどんどんじてどんどん減減減減っていけばっていけばっていけばっていけば、、、、人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率がががが減減減減ったったったった分分分分だけだけだけだけ経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率はははは低下低下低下低下するするするすることになるわけですことになるわけですことになるわけですことになるわけです。。。。つまりつまりつまりつまり 1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP がががが増増増増えなくてえなくてえなくてえなくて人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率がががが減減減減っていっていっていっていけばけばけばけば、、、、人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率のののの減少分減少分減少分減少分だけだけだけだけ経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率はははは低下低下低下低下していくというしていくというしていくというしていくという関係関係関係関係にあるわけですにあるわけですにあるわけですにあるわけです。。。。ここここれがれがれがれが 2050 年年年年のののの問題問題問題問題をををを考考考考えるえるえるえる上上上上でででで非常非常非常非常にににに大大大大きなきなきなきな意味意味意味意味をををを持持持持ってきますってきますってきますってきます。。。。 

  ここここのののの図図図図はははは、、、、2050 年年年年までのまでのまでのまでの日本日本日本日本のののの経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率がどういうがどういうがどういうがどういう動動動動きをきをきをきを示示示示すだろうかということをすだろうかということをすだろうかということをすだろうかということを示示示示したものですしたものですしたものですしたものです。。。。大体大体大体大体 2015 年年年年ぐらいまでぐらいまでぐらいまでぐらいまではははは経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率はははは 2%ぐらいでぐらいでぐらいでぐらいで成長成長成長成長していくとしていくとしていくとしていくとみらみらみらみられますれますれますれます。。。。、、、、2015 年年年年からからからから 2020 年年年年ぐらいまではぐらいまではぐらいまではぐらいまでは、、、、おそらくおそらくおそらくおそらく成長率成長率成長率成長率がががが 1.5%ぐらいになるだろうとぐらいになるだろうとぐらいになるだろうとぐらいになるだろうと思思思思われますわれますわれますわれます。。。。。。。。2020 年年年年からからからから 2030 年年年年ぐらいにかけてぐらいにかけてぐらいにかけてぐらいにかけて、、、、成長率成長率成長率成長率はさらにはさらにはさらにはさらに低下低下低下低下しししし、、、、ゼロゼロゼロゼロ成長成長成長成長、、、、よよよよくてくてくてくて 0.5%ぐらいぐらいぐらいぐらいですですですです。。。。2030 年年年年からからからから 2050 年年年年にかけてはにかけてはにかけてはにかけては、、、、人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率はははは年率年率年率年率 1%減減減減になりまになりまになりまになりますすすす。。。。2005 年年年年からからからから 2030 年年年年まではまではまではまでは、、、、人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率はははは大体大体大体大体 0.5%減程度減程度減程度減程度ですですですです。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、2030 年年年年からからからから 2050 年年年年にかけてのにかけてのにかけてのにかけての人口人口人口人口のののの落落落落ちちちち込込込込みみみみはははは、、、、それそれそれそれ以前以前以前以前よりもよりもよりもよりも加速加速加速加速しますしますしますします。。。。 

  ここここのののの図図図図はははは、、、、1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP のののの伸伸伸伸びびびび率率率率とととと経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率、、、、人口減少率人口減少率人口減少率人口減少率をををを比比比比較較較較したものしたものしたものしたものですですですです。。。。そそそそれでれでれでれで、、、、2030 年年年年まではまではまではまでは、、、、内閣内閣内閣内閣府府府府がががが一昨一昨一昨一昨年年年年つくったつくったつくったつくった「「「「日本日本日本日本 21 世世世世紀紀紀紀ビビビビジジジジョョョョンンンン」」」」のののの数数数数字字字字ですですですです。。。。折折折折れれれれ線線線線でででで赤赤赤赤くくくく表示表示表示表示されているのはされているのはされているのはされているのは実質実質実質実質 GDP のののの伸伸伸伸びびびび率率率率、、、、それからそれからそれからそれから黄色黄色黄色黄色のののの部部部部分分分分がががが 1 人人人人当当当当たりたりたりたり実質実質実質実質
GDP のののの伸伸伸伸びびびび率率率率、、、、それからそれからそれからそれからブルブルブルブルーーーーのののの部部部部分分分分はははは人口人口人口人口のののの伸伸伸伸びびびび率率率率、、、、減少率減少率減少率減少率ですですですです。。。。例例例例えばえばえばえば、、、、2013 年年年年からからからから
2020 年年年年をとってみますとをとってみますとをとってみますとをとってみますと、、、、人口人口人口人口のののの減少率減少率減少率減少率はははは 0.3%でででで、、、、1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP のののの伸伸伸伸びびびび率率率率はははは 2%、、、、実質実質実質実質経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率はははは 1.7%ぐらいになるわけですぐらいになるわけですぐらいになるわけですぐらいになるわけです。。。。2021 年年年年からからからから 2030 年年年年のののの人口人口人口人口減少率減少率減少率減少率はははは年率年率年率年率 0.5%減減減減ですですですです。。。。少少少少しますしますしますします。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、実質成長率実質成長率実質成長率実質成長率はははは１１１１.5%にににに低下低下低下低下しますがしますがしますがしますが、、、、1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP のののの伸伸伸伸びびびび率率率率はそれほどはそれほどはそれほどはそれほど減減減減らないでらないでらないでらないで 2%増増増増をををを維持維持維持維持しますしますしますします。。。。 問題問題問題問題はははは、、、、2030 年年年年からからからから 2050 年年年年までのまでのまでのまでの間間間間はどうはどうはどうはどうなるかですなるかですなるかですなるかです。。。。人口人口人口人口減少率減少率減少率減少率はははは年率年率年率年率１１１１％％％％減減減減なのでなのでなのでなので、、、、
1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP のののの伸伸伸伸びびびび率率率率がががが 0％％％％だだだだととととするとするとするとすると、、、、経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率ははははマイマイマイマイナナナナスススス 1%になになになになりますりますりますります。。。。逆逆逆逆にににに、、、、
1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP のののの伸伸伸伸びびびび率率率率がががが 1%増増増増ならばならばならばならば、、、、経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率ははははゼロゼロゼロゼロ成長成長成長成長になりますになりますになりますになります。。。。2030 年年年年からからからから
2050 年年年年にかけてにかけてにかけてにかけて幾幾幾幾つかのつかのつかのつかのシミシミシミシミュレーュレーュレーュレーショショショションンンンがががが考考考考えられますえられますえられますえられます。。。。これまでこれまでこれまでこれまで日本経済日本経済日本経済日本経済はずっとはずっとはずっとはずっとパパパパイイイイがががが拡拡拡拡大大大大していくしていくしていくしていく経済経済経済経済でしたがでしたがでしたがでしたが、、、、2030 年年年年ぐらいからぐらいからぐらいからぐらいからはははは、、、、人口減少人口減少人口減少人口減少によってによってによってによっておそらくおそらくおそらくおそらく経済規経済規経済規経済規模模模模そのものはそのものはそのものはそのものは縮小縮小縮小縮小にににに向向向向かうことがかうことがかうことがかうことが十分考十分考十分考十分考えられるわけですえられるわけですえられるわけですえられるわけです。。。。人口人口人口人口がががが毎毎毎毎年年年年 1.0%でででで減少減少減少減少をををを続続続続けけけけるわけですからるわけですからるわけですからるわけですから、、、、需需需需要面要面要面要面のののの落落落落ちちちち込込込込みみみみはかなりはかなりはかなりはかなり大大大大きくなりますきくなりますきくなりますきくなります。。。。しかししかししかししかし政府政府政府政府もももも産業界産業界産業界産業界もももも経済経済経済経済規規規規模模模模のののの縮小縮小縮小縮小をををを前提前提前提前提にしたにしたにしたにした議論議論議論議論はははは避避避避けていますけていますけていますけています。。。。有有有有限限限限のののの地球地球地球地球のののの上上上上でででで経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率がががが永遠永遠永遠永遠にににに増増増増ええええ続続続続けることはありませけることはありませけることはありませけることはありませんんんん。。。。高高高高度成長度成長度成長度成長であれであれであれであれ、、、、低低低低成長成長成長成長であれであれであれであれ、、、、増増増増ええええ続続続続けることはけることはけることはけることは有有有有限限限限のののの地球地球地球地球のののの上上上上でありでありでありであり得得得得ないないないない。。。。どこかでどこかでどこかでどこかで成長成長成長成長はははは鈍鈍鈍鈍化化化化ししししやがてやがてやがてやがて、、、、縮小縮小縮小縮小にににに向向向向かわかわかわかわざざざざるをるをるをるを得得得得ないないないない。。。。そそそそれれれれをををを認認認認識識識識したしたしたした議論議論議論議論ははははタブタブタブタブーーーーになっているになっているになっているになっているますますますます。。。。不都合不都合不都合不都合なななな真真真真実実実実をををを直視直視直視直視することがすることがすることがすることが怖怖怖怖いのですいのですいのですいのです。。。。しかしかしかしかしししし私私私私はははは、、、、経経経経済成長率済成長率済成長率済成長率ののののパパパパイイイイのののの大大大大きさそのものもきさそのものもきさそのものもきさそのものも人口減少人口減少人口減少人口減少にににに伴伴伴伴ってってってって縮小縮小縮小縮小するということをするということをするということをするということを強強強強調調調調しておきたいとしておきたいとしておきたいとしておきたいと思思思思いますいますいますいます。。。。 

  さてさてさてさて、、、、先程先程先程先程、、、、2050 年年年年のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスをををを１９９０１９９０１９９０１９９０年比年比年比年比でででで 70%削減削減削減削減することすることすることすることはははは可能可能可能可能だというだというだというだという話話話話をしましたをしましたをしましたをしました。。。。このこのこのこの 70%削減削減削減削減というのはというのはというのはというのは、、、、1990 年比年比年比年比ですからですからですからですから、、、、現現現現状状状状とととと比比比比べればおそらくべればおそらくべればおそらくべればおそらく 80%ぐらいぐらいぐらいぐらい削減削減削減削減しなくてはいけないということになしなくてはいけないということになしなくてはいけないということになしなくてはいけないということになりますりますりますります。。。。70%削減削減削減削減とはどういうことかといとはどういうことかといとはどういうことかといとはどういうことかというとうとうとうと、、、、1990 年年年年のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量はははは、、、、12億億億億 6,100万万万万トントントントンですですですです。。。。70%削減削減削減削減するというこするというこするというこするということはとはとはとは、、、、2050 年年年年にににに排出排出排出排出できるできるできるできる温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスはははは 3 億億億億 7,800 万万万万トントントントンまでまでまでまで削減削減削減削減することをすることをすることをすることを意味意味意味意味してしてしてして



いますいますいますいます。。。。。。。。つまりつまりつまりつまり差差差差しししし引引引引きききき 8億億億億 8,300万万万万トントントントンのののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量をををを削減削減削減削減するするするすることがことがことがことが目標目標目標目標ですですですです。。。。このこのこのこの 8億億億億 8,300万万万万トントントントンをどうやってをどうやってをどうやってをどうやって削減削減削減削減したらようでしょうかしたらようでしょうかしたらようでしょうかしたらようでしょうか。。。。 

  70%削減削減削減削減ののののシナシナシナシナリリリリオオオオ（（（（1））））ををををごごごご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。8 億億億億 8,300 万万万万トントントントンのののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスをををを削減削減削減削減するするするするうえでうえでうえでうえで、、、、人口減少人口減少人口減少人口減少のののの効果効果効果効果がががが大大大大きくきくきくきく効効効効いてきますいてきますいてきますいてきます。。。。2050 年年年年のののの人口人口人口人口はははは約約約約 9,500 万万万万人人人人、、、、現在現在現在現在よりよりよりより
3,300万万万万人程度減少人程度減少人程度減少人程度減少しますしますしますします。。。。2005 年年年年のののの日本人日本人日本人日本人 1 人人人人当当当当たりのたりのたりのたりの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量はははは約約約約 10 トトトトンンンンですですですです。。。。そうしますとそうしますとそうしますとそうしますと、、、、人口減少人口減少人口減少人口減少によってによってによってによって 2050 年年年年のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量はははは人口減少人口減少人口減少人口減少だけだけだけだけでででで 3億億億億 3,000万万万万トントントントン削減削減削減削減しますしますしますします。。。。つまりつまりつまりつまり、、、、需需需需要面要面要面要面からからからからエネエネエネエネルギルギルギルギーーーー需需需需要要要要がががが落落落落ちちちちるわけでするわけでするわけでするわけです。。。。そそそそのののの結結結結果果果果、、、、温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスがががが 3億億億億 3,000万万万万トントントントン、、、、放放放放っておいてもっておいてもっておいてもっておいても減減減減るわけでするわけでするわけでするわけです。。。。何何何何もしなくてももしなくてももしなくてももしなくても減減減減るわけでするわけでするわけでするわけです。。。。だからだからだからだから、、、、8 億億億億 8,300 万万万万トントントントンのうのうのうのうちちちちのののの 3 億億億億 3,000 万万万万トントントントンはははは目標目標目標目標のののの大体大体大体大体 37%、、、、4割割割割弱弱弱弱はははは人口減少人口減少人口減少人口減少によってによってによってによって自自自自然然然然にににに減減減減るるるるわけですわけですわけですわけです。。。。 

  次次次次にににに、、、、残残残残りのりのりのりの 5億億億億 5,300万万万万トントントントンのののの削減削減削減削減をどうしたらいいかということになるわけですをどうしたらいいかということになるわけですをどうしたらいいかということになるわけですをどうしたらいいかということになるわけです。。。。ここここのののの問題問題問題問題をををを解解解解決決決決するするするする方法方法方法方法はははは、、、、ここにここにここにここに書書書書いてあるいてあるいてあるいてある省省省省エネエネエネエネ、、、、新新新新エネエネエネエネルギルギルギルギーーーーのののの技術技術技術技術開発開発開発開発、、、、それからそれからそれからそれから環境税環境税環境税環境税のののの導入導入導入導入ややややキキキキャッャッャッャッププププ・・・・アアアアンドンドンドンド・・・・トレードトレードトレードトレード方式方式方式方式によるによるによるによる排出排出排出排出権取引権取引権取引権取引のののの制制制制度化度化度化度化などなどなどなどさまさまさまさまざざざざままままなななな制制制制度度度度改改改改革革革革、、、、省省省省エネエネエネエネ型型型型ののののライライライライフフフフススススタタタタイイイイルルルルへへへへのののの転換転換転換転換、、、、このようなこのようなこのようなこのような総総総総合対策合対策合対策合対策によってによってによってによって、、、、1 人人人人当当当当たたたたりのりのりのりの排出量排出量排出量排出量をををを現在現在現在現在のののの 10 トントントントンからからからから 4 トントントントンへへへへ削減削減削減削減するするするする、、、、それがそれがそれがそれが可能可能可能可能だとすればだとすればだとすればだとすれば、、、、9,500 万万万万人人人人掛掛掛掛けるけるけるける 6 トントントントンということですからということですからということですからということですから、、、、5億億億億 7,000万万万万トントントントンのののの削減削減削減削減がががが可能可能可能可能になるわけですになるわけですになるわけですになるわけです。。。。このこのこのこの 5億億億億
7,000万万万万トントントントンとととと先先先先ほどのほどのほどのほどの 3億億億億 3,000万万万万トントントントンをををを足足足足せばせばせばせば、、、、それだけでそれだけでそれだけでそれだけで 70%をををを超超超超えるえるえるえる削減削減削減削減がががが可能可能可能可能にににになるなるなるなるわけですわけですわけですわけです。。。。繰繰繰繰りりりり返返返返しになりますがしになりますがしになりますがしになりますが、、、、環境税環境税環境税環境税のののの導入導入導入導入とかとかとかとか、、、、キキキキャッャッャッャッププププ・・・・アアアアンドンドンドンド・・・・トレードトレードトレードトレード方式方式方式方式によるによるによるによる排出排出排出排出権取引権取引権取引権取引とかとかとかとか、、、、ライライライライフフフフススススタタタタイイイイルルルルのののの転換転換転換転換とかとかとかとかととととあわせてあわせてあわせてあわせて、、、、省省省省エネエネエネエネ、、、、新新新新エネエネエネエネ技術技術技術技術開発開発開発開発とでとでとでとで、、、、1 人人人人当当当当たりたりたりたり 10 トントントントンだっただっただっただった排出量排出量排出量排出量をををを 4 トントントントンにににに減減減減らすということらすということらすということらすということ、、、、これからこれからこれからこれから 40 年年年年ぐぐぐぐらいのらいのらいのらいの歳歳歳歳月月月月をかければをかければをかければをかければ十分十分十分十分達達達達成可能成可能成可能成可能だとだとだとだと思思思思いますいますいますいます。。。。 

  イイイイギギギギリスリスリスリスとかとかとかとか、、、、ドイツドイツドイツドイツなどのなどのなどのなどのヨヨヨヨーーーーロッパロッパロッパロッパ諸諸諸諸国国国国のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量はははは、、、、年間年間年間年間１０１０１０１０トントントントン程度程度程度程度でででで日本日本日本日本とあまりかわりませんとあまりかわりませんとあまりかわりませんとあまりかわりません。。。。これらのこれらのこれらのこれらの国国国国はははは２２２２００００５５５５００００年年年年までにまでにまでにまでに排出量排出量排出量排出量をををを１１１１,２２２２トントントントンまでまでまでまで削減削減削減削減するするするする目標目標目標目標をををを掲掲掲掲げておりげておりげておりげており、、、、日本日本日本日本のののの４４４４トントントントンはははは、、、、それとそれとそれとそれと比比比比べればかなりべればかなりべればかなりべればかなり控控控控えめなえめなえめなえめな目標目標目標目標ですですですです。。。。 

  1 人人人人当当当当たりのたりのたりのたりの CO2、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量をををを削減削減削減削減していくためにしていくためにしていくためにしていくためにのののの最最最最大大大大のののの障障障障害害害害はははは日本人日本人日本人日本人のののの成長成長成長成長信仰信仰信仰信仰ですですですです。。。。経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率がすべてのがすべてのがすべてのがすべての矛盾矛盾矛盾矛盾をををを解解解解決決決決するというするというするというするという考考考考ええええ方方方方ですですですです。。。。私私私私はははは、、、、もうもうもうもう三十数年前三十数年前三十数年前三十数年前のことですがのことですがのことですがのことですが、、、、日本経済日本経済日本経済日本経済研究研究研究研究セセセセンンンンタタタターーーーのののの研究研究研究研究員員員員をしたことがありますをしたことがありますをしたことがありますをしたことがあります。。。。そそそそこでこでこでこで当当当当時時時時のののの高高高高度成長論度成長論度成長論度成長論者者者者のののの旗旗旗旗手手手手であるであるであるである金金金金森久雄森久雄森久雄森久雄さんのもとでさんのもとでさんのもとでさんのもとで 4 年間年間年間年間、、、、経済経済経済経済予予予予測測測測のののの手法手法手法手法をををを勉勉勉勉強強強強ししししましたましたましたました。。。。そしてそしてそしてそして高高高高度成長論度成長論度成長論度成長論者者者者としてとしてとしてとして私私私私はははは日本経済新聞日本経済新聞日本経済新聞日本経済新聞のののの経済経済経済経済部部部部記者記者記者記者としてとしてとしてとして成長成長成長成長こそすこそすこそすこそすべてべてべてべてのののの矛盾矛盾矛盾矛盾をををを解解解解決決決決するするするするというようなというようなというようなというような記事記事記事記事をををを盛盛盛盛んにんにんにんに書書書書きまくきまくきまくきまくりましたりましたりましたりました。。。。当当当当時時時時、、、、地球地球地球地球のののの限界限界限界限界とととといういういういう意識意識意識意識はまったくなかったはまったくなかったはまったくなかったはまったくなかったわけでわけでわけでわけで、、、、私私私私もももも、、、、経済成長経済成長経済成長経済成長こそすべてのこそすべてのこそすべてのこそすべての矛盾矛盾矛盾矛盾をををを解解解解決決決決するするするするとととと信信信信じじじじてててて疑疑疑疑いませんでしたいませんでしたいませんでしたいませんでした。。。。貧貧貧貧困困困困のののの解解解解決決決決、、、、所得格差所得格差所得格差所得格差のののの解解解解消消消消、、、、公公公公害害害害でさえもでさえもでさえもでさえも、、、、成長成長成長成長しなくてしなくてしなくてしなくて対策対策対策対策ののののおおおお金金金金がががが調達調達調達調達できないできないできないできないとととと信信信信じていましたじていましたじていましたじていました。。。。、、、、まさにまさにまさにまさに成長成長成長成長こそこそこそこそ社会社会社会社会のあらのあらのあらのあらゆゆゆゆるすべてのるすべてのるすべてのるすべての矛盾矛盾矛盾矛盾をををを解解解解決決決決するするするする「「「「打打打打ちちちち出出出出のののの小小小小槌槌槌槌」」」」とととと信信信信じてじてじてじて記事記事記事記事をををを書書書書いていいていいていいていましたましたましたました。。。。しかししかししかししかし、、、、今今今今はははは違違違違いますいますいますいます。。。。成長成長成長成長ががががすべてのすべてのすべてのすべての矛盾矛盾矛盾矛盾をををを解解解解決決決決できるともできるともできるともできるとも思思思思っていませんっていませんっていませんっていません。。。。地球地球地球地球はははは有有有有限限限限でありでありでありであり、、、、経済経済経済経済活活活活動動動動、、、、例例例例えばえばえばえば経経経経済成長済成長済成長済成長もももも、、、、1%のののの成長成長成長成長であれであれであれであれ、、、、10%のののの成長成長成長成長であれであれであれであれ、、、、それがそれがそれがそれが永遠永遠永遠永遠にににに続続続続くことはありくことはありくことはありくことはありええええませませませませんんんん。。。。人口人口人口人口もももも、、、、今今今今どんどんどんどんどんどんどんどん増増増増えてえてえてえて現在現在現在現在 67億億億億、、、、それがそれがそれがそれが 2050 年年年年にににに 92億億億億人人人人までまでまでまで増増増増えるとえるとえるとえると予想予想予想予想されていされていされていされていますがますがますがますが、、、、やはりやはりやはりやはり限界限界限界限界があるはずですがあるはずですがあるはずですがあるはずです。。。。 

  しかししかししかししかし、、、、明明明明治治治治維新以維新以維新以維新以降降降降、、、、日本日本日本日本はははは 1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP(労働労働労働労働生産性生産性生産性生産性とととと考考考考えてくださいえてくださいえてくださいえてください)をどんどをどんどをどんどをどんどんんんん高高高高めめめめ、、、、人口人口人口人口もももも毎毎毎毎年年年年増加増加増加増加してしてしてして経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率をををを高高高高めてめてめてめてきたわけですきたわけですきたわけですきたわけです。。。。それがついそれがついそれがついそれがつい最最最最近近近近までのまでのまでのまでの姿姿姿姿ですですですです。。。。1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP、、、、つまりつまりつまりつまり生産性生産性生産性生産性がががが高高高高まりまりまりまり、、、、人口増加率人口増加率人口増加率人口増加率もももも高高高高まればまればまればまれば、、、、当然当然当然当然経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率



もももも高高高高まるというのはまるというのはまるというのはまるというのは、、、、先先先先ほどのほどのほどのほどの式式式式からもからもからもからも明明明明らかですらかですらかですらかです。。。。そういうそういうそういうそういう形形形形のののの経済発経済発経済発経済発展展展展をををを１００１００１００１００年以年以年以年以上上上上続続続続けてけてけてけてきたためにきたためにきたためにきたために、、、、経済経済経済経済成長率成長率成長率成長率がとまってしまうがとまってしまうがとまってしまうがとまってしまう、、、、人口人口人口人口がががが減少減少減少減少するというするというするというするという新新新新しいしいしいしい変化変化変化変化にににに対対対対応応応応できずできずできずできず、、、、戸惑戸惑戸惑戸惑っているのがっているのがっているのがっているのが現在現在現在現在だとだとだとだと思思思思いますいますいますいます。。。。 

  私私私私たたたたちちちちはははは、、、、今今今今こそこそこそこそ GDP 目標目標目標目標、、、、つまりつまりつまりつまり成長成長成長成長神神神神話話話話をををを捨捨捨捨てててて去去去去りりりり、、、、豊豊豊豊かさかさかさかさ目標目標目標目標へへへへ国国国国のののの目標目標目標目標をををを大大大大ききききくくくく切切切切りりりり換換換換えていくえていくえていくえていく時時時時代代代代がががが来来来来てててていますいますいますいます。。。。1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP というのはというのはというのはというのは一応一応一応一応豊豊豊豊かさのかさのかさのかさの経済経済経済経済指指指指標標標標にににになっているわけですなっているわけですなっているわけですなっているわけです。。。。経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率がががが下下下下がってもがってもがってもがっても 1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP をををを減減減減らさないらさないらさないらさない、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは増増増増やすことはやすことはやすことはやすことは十分可能十分可能十分可能十分可能なわけですなわけですなわけですなわけです。。。。人口人口人口人口がががが減減減減るわけですからるわけですからるわけですからるわけですから、、、、1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP をををを今今今今よりよりよりより落落落落ととととさないさないさないさない、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは場合場合場合場合によってはによってはによってはによっては 1 人人人人当当当当たりたりたりたり GDP をををを増増増増やしていくやしていくやしていくやしていく、、、、そういうようなことはそういうようなことはそういうようなことはそういうようなことは可能可能可能可能だしだしだしだし、、、、そういうそういうそういうそういう経済経済経済経済をこれからはをこれからはをこれからはをこれからは求求求求めていくめていくめていくめていく。。。。規規規規模模模模のののの拡拡拡拡大大大大をををを求求求求めためためためた成長成長成長成長神神神神話話話話からからからから脱脱脱脱ししししてててて豊豊豊豊かさかさかさかさ目標目標目標目標にににに切切切切りりりり換換換換えるえるえるえる。。。。豊豊豊豊かさかさかさかさ目標目標目標目標をををを実実実実現現現現するためのするためのするためのするための1つのつのつのつの指指指指標標標標としてとしてとしてとして1人人人人当当当当たりたりたりたりGDPをををを落落落落とさないとさないとさないとさない、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは少少少少しずつでもしずつでもしずつでもしずつでも引引引引きききき上上上上げるげるげるげる、、、、そういうようなそういうようなそういうようなそういうような政策政策政策政策にににに転換転換転換転換することにすることにすることにすることによってよってよってよって、、、、低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会もももも実実実実現現現現できるしできるしできるしできるし、、、、またまたまたまた持続可能持続可能持続可能持続可能なななな形形形形でででで環境環境環境環境とととと経済経済経済経済をををを両両両両立立立立させていくこさせていくこさせていくこさせていくこともともともとも可能可能可能可能になるわけですになるわけですになるわけですになるわけです。。。。 

  先先先先ほどのほどのほどのほどの、、、、2050 年年年年にににに温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量をををを 70%削減削減削減削減するするするする、、、、これはもうまさにこれはもうまさにこれはもうまさにこれはもうまさに低炭素社低炭素社低炭素社低炭素社会会会会ですですですです。。。。そのそのそのその社会社会社会社会はははは物物物物をどんどんつくっていくというよりもをどんどんつくっていくというよりもをどんどんつくっていくというよりもをどんどんつくっていくというよりも、、、、ストストストストックックックックをををを有有有有効効効効にににに活用活用活用活用してしてしてしていくいくいくいくササササーーーービビビビスススス経済経済経済経済がががが主主主主導導導導するようなするようなするようなするような経済経済経済経済ですですですです。。。。省省省省エネエネエネエネ、、、、省省省省資源資源資源資源型型型型のののの経済経済経済経済にににに質的質的質的質的にもにもにもにも転換転換転換転換ししししていくということになるわけですていくということになるわけですていくということになるわけですていくということになるわけです。。。。 

  生生生生活活活活のののの豊豊豊豊かさをかさをかさをかさを維持維持維持維持、、、、向上向上向上向上させるさせるさせるさせる方法方法方法方法はははは何何何何があるのかというとがあるのかというとがあるのかというとがあるのかというと、、、、やはりやはりやはりやはり労働労働労働労働生産性生産性生産性生産性のののの向向向向上上上上、、、、技術革技術革技術革技術革新新新新、、、、特特特特にににに環境技術環境技術環境技術環境技術ののののイイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンンがががが必必必必要要要要になってくるわけですになってくるわけですになってくるわけですになってくるわけです。。。。これはこれはこれはこれは、、、、先先先先ほどのほどのほどのほどの英英英英国大使国大使国大使国大使、、、、それからそれからそれからそれから鈴木先生鈴木先生鈴木先生鈴木先生もももも指指指指摘摘摘摘していたようなさましていたようなさましていたようなさましていたようなさまざざざざまなまなまなまな方法方法方法方法がありますがありますがありますがあります。。。。省省省省エネエネエネエネ、、、、省省省省資源資源資源資源、、、、脱脱脱脱化石燃料化石燃料化石燃料化石燃料、、、、再再再再生可能生可能生可能生可能ななななエネエネエネエネルギルギルギルギーーーーのののの利利利利用技術用技術用技術用技術、、、、再再再再生生生生資源活用資源活用資源活用資源活用、、、、生生生生態系態系態系態系のののの保保保保全全全全、、、、それからそれからそれからそれから社会社会社会社会シシシシステムステムステムステム全体全体全体全体のののの制制制制度変度変度変度変更更更更、、、、ここここのようなのようなのようなのような様様様様々々々々なななな対策対策対策対策にににに取取取取りりりり組組組組むことでむことでむことでむことで、、、、現在現在現在現在 1 人人人人当当当当たりたりたりたり 10 トントントントンのののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスをををを 4 トントントントンまでまでまでまで減減減減ららららすことはすことはすことはすことは十分十分十分十分可能可能可能可能ですですですです。。。。 

  とくにとくにとくにとくに、、、、イイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンンをををを誘誘誘誘発発発発させるためにさせるためにさせるためにさせるためにはははは、、、、適正適正適正適正なななな環境環境環境環境規規規規制制制制がががが必必必必要要要要ですですですです。。。。経済産業経済産業経済産業経済産業省省省省やややや日本経日本経日本経日本経団団団団連連連連はははは、「、「、「、「環境環境環境環境規規規規制制制制はははは企企企企業業業業のののの国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力をををを弱弱弱弱めるめるめるめる、、、、国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力をををを失失失失わせるわせるわせるわせる」」」」とととと言言言言っていますがっていますがっていますがっていますが、、、、それはそれはそれはそれは実実実実際際際際にににに検証検証検証検証されされされされたたたた事事事事実実実実ではありませんではありませんではありませんではありません。。。。、、、、実実実実際際際際にににに環境環境環境環境規規規規制制制制、、、、例例例例えばえばえばえば環環環環境税境税境税境税をををを実実実実施施施施することによってすることによってすることによってすることによって、、、、企企企企業業業業のののの国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力がががが弱弱弱弱化化化化してしまったしてしまったしてしまったしてしまった、、、、国国国国際際際際市市市市場場場場でででで負負負負けてけてけてけてというというというという事事事事例例例例があるならがあるならがあるならがあるなら、、、、ぜぜぜぜひひひひおおおお見見見見せいただきたいとせいただきたいとせいただきたいとせいただきたいと思思思思いますいますいますいます。。。。 ハハハハーバードーバードーバードーバード大学大学大学大学のののの経経経経営営営営学学学学者者者者であるであるであるであるマイマイマイマイケケケケルルルル・・・・ポポポポーーーータタタターーーー教教教教授授授授のののの論文論文論文論文にはにはにはには、、、、適適適適切切切切ににににデザデザデザデザインインインインされたされたされたされた環境環境環境環境規規規規制制制制はははは企企企企業業業業のののの国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力をををを強強強強化化化化させるというさせるというさせるというさせるという趣旨趣旨趣旨趣旨のののの論文論文論文論文があがあがあがありりりり、、、、そそそそれをれをれをれを裏付裏付裏付裏付けけけけるるるる企企企企業業業業事事事事例例例例がががが豊富豊富豊富豊富にににに紹介紹介紹介紹介されていますされていますされていますされています。。。。静静静静学学学学のののの世界世界世界世界、、、、要要要要するにするにするにするに、、、、時間時間時間時間をををを入入入入れないれないれないれない教教教教科科科科書的書的書的書的なななな世界世界世界世界ではではではでは、、、、環境環境環境環境投投投投資資資資はははは追加的追加的追加的追加的ななななココココストストストスト増増増増になになになになりりりり企企企企業業業業のののの収益収益収益収益をををを圧圧圧圧迫迫迫迫するするするする。。。。しかししかししかししかし、、、、動学動学動学動学のののの世界世界世界世界、、、、つまりつまりつまりつまり時間時間時間時間のののの変化変化変化変化をををを入入入入れれれれたたたた場合場合場合場合、、、、例例例例えばえばえばえば 3 年年年年とかとかとかとか 5 年年年年というようなというようなというようなというような時間時間時間時間のののの変化変化変化変化のののの中中中中でででで見見見見るとるとるとると、、、、環境環境環境環境規規規規制制制制ががががイイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンンをををを誘誘誘誘発発発発しししし、、、、初初初初期期期期投投投投資資資資をををを相相相相殺殺殺殺しししし、、、、さらにさらにさらにさらにそれをそれをそれをそれを上上上上回回回回るるるる利益利益利益利益をもたらしをもたらしをもたらしをもたらし、、、、企企企企業業業業のののの国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力をををを強強強強化化化化させさせさせさせるとるとるとると指指指指摘摘摘摘ししししていますていますていますています。。。。、、、、経済産業省経済産業省経済産業省経済産業省やややや日本経日本経日本経日本経団団団団連連連連がががが、、、、環境環境環境環境規規規規制制制制をするとをするとをするとをすると企企企企業業業業のののの競競競競争争争争力力力力をををを弱弱弱弱めてしまうということめてしまうということめてしまうということめてしまうということをををを主主主主張張張張するならするならするならするなら、、、、それそれそれそれをををを裏付裏付裏付裏付けるけるけるける実実実実証証証証研究研究研究研究をををを示示示示すべきですすべきですすべきですすべきです。。。。 マイマイマイマイケケケケルルルル・・・・ポポポポーーーータタタターーーーはははは、、、、自説自説自説自説のののの展展展展開開開開にににに当当当当たってたってたってたって、、、、イイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンン・・・・オオオオフフフフセッセッセッセットトトトというというというという言言言言葉葉葉葉をををを使使使使っているっているっているっているまままますすすす。。。。適正適正適正適正にににに設設設設計計計計されたされたされたされた環境環境環境環境規規規規制制制制はははは企企企企業業業業ににににイイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンン・・・・オオオオフフフフセッセッセッセットトトトをををを誘誘誘誘発発発発するするするする。。。。つまりつまりつまりつまり、、、、イイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンンをををを引引引引きききき起起起起こしてこしてこしてこして、、、、当当当当初初初初のののの環境環境環境環境投投投投資資資資ののののココココストストストストをををを相相相相殺殺殺殺しししし、、、、さらにそれをさらにそれをさらにそれをさらにそれを上上上上回回回回るるるる利益利益利益利益をををを上上上上げることができるということをいろいろなげることができるということをいろいろなげることができるということをいろいろなげることができるということをいろいろな企企企企業業業業ののののケケケケーススーススーススーススタタタタ



デデデディィィィーーーーをををを挙挙挙挙げてげてげてげて実実実実証証証証しているわけですしているわけですしているわけですしているわけです。。。。 日本日本日本日本ではではではでは、、、、厳厳厳厳しいしいしいしい排排排排ガスガスガスガス規規規規制制制制をををを自動自動自動自動車車車車メーメーメーメーカカカカーーーーにににに求求求求めためためためた日本日本日本日本版版版版マスキーマスキーマスキーマスキー法法法法がががが典典典典型的型的型的型的事事事事例例例例ですですですです。。。。日本日本日本日本のののの自動自動自動自動車車車車メーメーメーメーカカカカーーーーはははは、、、、技術革技術革技術革技術革新新新新によってによってによってによって、、、、70 年年年年代代代代にににに厳厳厳厳しいしいしいしい排排排排ガスガスガスガス規規規規制制制制をををを克服克服克服克服ししししてててて、、、、80 年年年年代代代代以以以以降降降降のののの世界世界世界世界市市市市場場場場をををを席巻席巻席巻席巻しししし、、、、今日今日今日今日にににに至至至至っていますっていますっていますっています。。。。逆逆逆逆にににに、、、、アアアアメリメリメリメリカカカカののののビッグビッグビッグビッグスリスリスリスリーーーーはははは、、、、政政政政治治治治力力力力をををを発発発発揮揮揮揮してしてしてして、、、、ロビロビロビロビーーーー活活活活動動動動をををを積極積極積極積極的的的的にににに行行行行ってってってって、、、、アアアアメリメリメリメリカカカカののののマスキーマスキーマスキーマスキー法法法法のののの実実実実施施施施時時時時期期期期をををを延延延延長長長長させさせさせさせ、、、、技術革技術革技術革技術革新新新新にににに本本本本気気気気でででで取取取取りりりり組組組組みませんでしたみませんでしたみませんでしたみませんでした。。。。そのそのそのその結結結結果果果果、、、、イイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンンにににに乗乗乗乗りりりり遅遅遅遅れれれれ、、、、現在現在現在現在、、、、惨憺惨憺惨憺惨憺なななな状状状状態態態態でででで低低低低迷迷迷迷していますしていますしていますしています。。。。。。。。そういうことでそういうことでそういうことでそういうことで、、、、適正適正適正適正にににに設設設設計計計計されたされたされたされた環境環境環境環境規規規規制制制制はははは企企企企業業業業のののの国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力をををを強強強強化化化化させさせさせさせますますますます。。。。。。。。 トトトトッッッップランプランプランプランナナナナーーーー方式方式方式方式をををを打打打打ちちちち出出出出したしたしたした省省省省エネエネエネエネ法法法法のののの改正改正改正改正もももも、、、、適正適正適正適正にににに設設設設計計計計されたされたされたされた環境環境環境環境規規規規制制制制ののののひひひひととととつだとつだとつだとつだと思思思思いますいますいますいます。。。。現在市現在市現在市現在市場場場場にににに出出出出ているさまているさまているさまているさまざざざざまなまなまなまな製品製品製品製品のののの中中中中でででで最最最最もももも省省省省エネエネエネエネ型型型型のののの製品製品製品製品以以以以上上上上のののの製製製製品品品品をををを目目目目指指指指すようにすようにすようにすように義義義義務付務付務付務付けていけていけていけていますますますます。。。。そのそのそのその結結結結果果果果、、、、日本日本日本日本ではではではではデデデデジジジジタルタルタルタル革革革革命命命命がががが起起起起こってこってこってこって、、、、日本日本日本日本のののの家電家電家電家電製品製品製品製品のののの国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力がががが急急急急速速速速にににに強強強強ままままりましたりましたりましたりました。。。。 逆逆逆逆にににに、、、、環境環境環境環境規規規規制制制制にににに手手手手をををを抜抜抜抜くくくくことでことでことでことで失敗失敗失敗失敗したしたしたした事事事事例例例例もあもあもあもありますりますりますります。。。。ガガガガソソソソリンリンリンリン車車車車にににに対対対対してはしてはしてはしては日本日本日本日本版版版版マスキーマスキーマスキーマスキー法法法法でででで厳厳厳厳しいしいしいしい排排排排ガスガスガスガス規規規規制制制制をををを自動自動自動自動車車車車メーメーメーメーカカカカーーーーにににに迫迫迫迫ったわけですったわけですったわけですったわけです。。。。それでそれでそれでそれで自動自動自動自動車車車車メーメーメーメーカカカカーーーーはははは苦労苦労苦労苦労にににに苦労苦労苦労苦労をををを重重重重ねねねねてててて、、、、そのそのそのその壁壁壁壁をををを乗乗乗乗りりりり越越越越えてえてえてえて、、、、80 年年年年代代代代以以以以降降降降のののの世界世界世界世界市市市市場場場場をををを席巻席巻席巻席巻したしたしたした。。。。逆逆逆逆にににに、、、、日本日本日本日本ではではではではデデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼルエンジンエンジンエンジンエンジンのののの排排排排ガスガスガスガス規規規規制制制制をををを厳厳厳厳しくしなかったしくしなかったしくしなかったしくしなかった。。。。なぜかというとなぜかというとなぜかというとなぜかというと、、、、デデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車はははは商商商商業業業業車車車車としてとしてとしてとして使使使使われるわれるわれるわれるケケケケースースースースがががが多多多多かったかったかったかったからからからからですですですです。。。。あまりあまりあまりあまり厳厳厳厳しいしいしいしい規規規規制制制制ををををデデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車にににに課課課課するとするとするとすると産業界産業界産業界産業界がががが困困困困るだろうというるだろうというるだろうというるだろうという配慮配慮配慮配慮からからからから、、、、デデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車にににに対対対対するするするする排排排排ガスガスガスガス規規規規制制制制ははははガガガガソソソソリンリンリンリン車車車車とととと比比比比べべべべ非常非常非常非常ににににゆゆゆゆるるるるゆゆゆゆるるるるでしたでしたでしたでした。。。。これがこれがこれがこれが禍禍禍禍してしてしてして、、、、日本日本日本日本ではではではではデデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼルエンジエンジエンジエンジンンンンののののイイイイノベノベノベノベーーーーショショショションンンンがががが大大大大幅幅幅幅にににに遅遅遅遅れれれれ、、、、すっかすっかすっかすっかりりりり国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力をををを失失失失ってしうまいましたってしうまいましたってしうまいましたってしうまいました。。。。 これにこれにこれにこれに対対対対しししし、、、、デデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車のののの排排排排ガスガスガスガス規規規規制制制制にもにもにもにも厳厳厳厳しかったしかったしかったしかったヨヨヨヨーーーーロッパロッパロッパロッパではではではでは現在現在現在現在デデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車ががががガガガガソソソソリンリンリンリン車車車車をををを上上上上回回回回ってってってって普及普及普及普及しているしているしているしている。。。。しかもしかもしかもしかもデデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車のほうがのほうがのほうがのほうが CO2 のののの排出排出排出排出ははははガガガガソソソソリンリンリンリン車車車車とととと比比比比べべべべ、、、、２２２２,３３３３割割割割少少少少なくてなくてなくてなくて済済済済むためめむためめむためめむためめ、、、、低低低低公公公公害車害車害車害車としてとしてとしてとして、、、、デデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車にににに対対対対するするするする関関関関心心心心がががが高高高高まっていますまっていますまっていますまっています。。。。 まあまあまあまあ、、、、親親親親心心心心といいますかといいますかといいますかといいますか、、、、企企企企業業業業にににに対対対対してしてしてして、、、、ちちちちょっとかわいそうだからょっとかわいそうだからょっとかわいそうだからょっとかわいそうだから手手手手をををを抜抜抜抜くくくくようなようなようなような温温温温情情情情主主主主義義義義はははは、、、、長長長長いいいい目目目目でででで見見見見るとるとるとると、、、、アアアアメリメリメリメリカカカカののののビッグビッグビッグビッグスリースリースリースリー、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは日本日本日本日本ののののデデデディィィィーーーーゼルゼルゼルゼル車車車車のよのよのよのようにかえってうにかえってうにかえってうにかえってマイマイマイマイナナナナススススにににに働働働働きますきますきますきます。。。。必必必必要要要要なななな規規規規制制制制ならならならなら、、、、思思思思いいいい切切切切ってってってって厳厳厳厳しくしくしくしく実実実実施施施施するほうがするほうがするほうがするほうが企企企企業業業業をををを鍛鍛鍛鍛ええええ、、、、企企企企業業業業のののの競競競競争争争争力力力力をををを強強強強化化化化させますさせますさせますさせます。。。。、、、、環境税環境税環境税環境税のののの実実実実施施施施にににに対対対対してしてしてして、、、、企企企企業業業業がががが反反反反対対対対するからするからするからするから実実実実施施施施をおくらせているとをおくらせているとをおくらせているとをおくらせていると、、、、日本日本日本日本企企企企業業業業のののの国国国国際際際際競競競競争争争争力力力力がががが失失失失われてしまうわれてしまうわれてしまうわれてしまうとととと思思思思いますいますいますいます。。。。 本本本本題題題題にににに戻戻戻戻りますりますりますります。。。。日本日本日本日本はははは、、、、人口減少人口減少人口減少人口減少とととと経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率のののの低下低下低下低下によってによってによってによって２２２２００００５５５５００００年年年年にににに CO2 をををを中中中中心心心心としたとしたとしたとした温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスをををを 70%ぐらいぐらいぐらいぐらい削減削減削減削減することはそれほどすることはそれほどすることはそれほどすることはそれほど難難難難しくないしくないしくないしくない。。。。しかししかししかししかし、、、、世界全世界全世界全世界全体体体体でででで半減半減半減半減ははははなかなかなかなかなかなかなかなか困困困困難難難難だとだとだとだと思思思思いますいますいますいます。。。。まずまずまずまず、、、、2050 年年年年のののの世界世界世界世界のののの人口人口人口人口はははは 90億億億億人人人人をををを突破突破突破突破するとするとするとするというこというこというこということ。。。。大体大体大体大体 92億億億億前後前後前後前後になるだろうというになるだろうというになるだろうというになるだろうというふふふふうにうにうにうに見見見見られているわけですからられているわけですからられているわけですからられているわけですから、、、、現在現在現在現在よりよりよりよりもももも人口人口人口人口がさらにがさらにがさらにがさらに 34%もももも増増増増えてしまうえてしまうえてしまうえてしまう。。。。それからそれからそれからそれから、、、、中国中国中国中国、、、、インドインドインドインドなどのなどのなどのなどの BRICs をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした新新新新興興興興国国国国のののの登登登登場場場場でででで、、、、世界世界世界世界のののの経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率はははは大体大体大体大体 3%前後前後前後前後がががが維持維持維持維持されるされるされるされる可能性可能性可能性可能性があがあがあがありますりますりますります。。。。過去過去過去過去
10 年年年年、、、、世界世界世界世界のののの経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率もももも大体大体大体大体 3%前後前後前後前後ですですですです。。。。新新新新興興興興国国国国がどんどんがどんどんがどんどんがどんどん化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型化石燃料依存型でででで経済経済経済経済をををを発発発発展展展展させるということになるわけですさせるということになるわけですさせるということになるわけですさせるということになるわけです。。。。引引引引きききき続続続続きききき人口人口人口人口はははは増増増増ええええ、、、、世界世界世界世界のののの経済成長率経済成長率経済成長率経済成長率がががが高高高高まれまれまれまればばばば、、、、当然当然当然当然温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスもももも増加増加増加増加していくわけですしていくわけですしていくわけですしていくわけです。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、2050 年年年年にににに世界全体世界全体世界全体世界全体でででで半減半減半減半減とととというのはいうのはいうのはいうのは相相相相当当当当のののの努力努力努力努力がががが必必必必要要要要だということになるわけですだということになるわけですだということになるわけですだということになるわけです。。。。 「「「「世界世界世界世界のののの半減半減半減半減」」」」にににに日本日本日本日本ががががリーリーリーリーダダダダーーーーシッシッシッシッププププををををとるためにとるためにとるためにとるために何何何何がががが必必必必要要要要でしょうかでしょうかでしょうかでしょうか。。。。まずまずまずまず、、、、足元足元足元足元のののの京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書のののの公約公約公約公約をををを達達達達成成成成するするするする必必必必要要要要がありますがありますがありますがあります。。。。足元足元足元足元のののの京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書のののの 6%削減削減削減削減もももも実実実実現現現現できなできなできなできな



いようでいようでいようでいようではははは偉偉偉偉そうなことはそうなことはそうなことはそうなことは言言言言えませんえませんえませんえません。。。。第第第第２２２２にににに 2050 年年年年にににに 70%削減削減削減削減をををを日本日本日本日本としてとしてとしてとして公約公約公約公約すべきすべきすべきすべきですですですです。。。。世界世界世界世界でででで半減半減半減半減をををを主主主主張張張張しながらしながらしながらしながら、、、、肝肝肝肝心心心心のののの日本日本日本日本のののの数値目標数値目標数値目標数値目標をををを掲掲掲掲げないのではげないのではげないのではげないのでは、、、、信信信信用用用用されまされまされまされませんせんせんせん。。。。3番番番番目目目目としてはとしてはとしてはとしては、、、、排出量排出量排出量排出量のののの大大大大きいきいきいきいアアアアメリメリメリメリカカカカ、、、、中国中国中国中国、、、、インドインドインドインドなどがなどがなどがなどが参加参加参加参加するようなするようなするようなするような新新新新ししししいいいい枠枠枠枠組組組組みをみをみをみをつくるためつくるためつくるためつくるため汗汗汗汗をながすことをながすことをながすことをながすこと、、、、4番番番番目目目目はははは、、、、企企企企業業業業はははは炭素税炭素税炭素税炭素税やややや排出排出排出排出権取引権取引権取引権取引をををを拒否拒否拒否拒否するのするのするのするのではなくではなくではなくではなく、、、、新新新新たなたなたなたなビビビビジネスチジネスチジネスチジネスチャャャャンスンスンスンスとしてとしてとしてとして受受受受けとめるようけとめるようけとめるようけとめるようにににに経経経経営営営営姿勢姿勢姿勢姿勢にににに転換転換転換転換することですすることですすることですすることです。。。。炭素税炭素税炭素税炭素税とかとかとかとか排出排出排出排出権取引権取引権取引権取引というのはというのはというのはというのは企企企企業業業業のののの国国国国際競際競際競際競争争争争力力力力をををを弱弱弱弱めるというようなことをめるというようなことをめるというようなことをめるというようなことを抽象抽象抽象抽象的的的的にににに主主主主張張張張してもしてもしてもしても何何何何らのらのらのらの意味意味意味意味もありませんもありませんもありませんもありません。。。。むしろむしろむしろむしろチチチチャャャャンスンスンスンスとしてとしてとしてとして受受受受けとめるということですけとめるということですけとめるということですけとめるということです。。。。それからそれからそれからそれから、、、、国国国国民民民民はははは省省省省エネエネエネエネ型型型型ののののライライライライフフフフススススタタタタイイイイルルルルのののの定定定定着着着着をををを図図図図っていくということがっていくということがっていくということがっていくということが必必必必要要要要になっになっになっになってくるとてくるとてくるとてくると思思思思いますいますいますいます。。。。 そしてそしてそしてそしてこれがこれがこれがこれが最最最最後後後後ですがですがですがですが、、、、日本日本日本日本はははは人口減少人口減少人口減少人口減少とととと低低低低成長成長成長成長社会社会社会社会をををを基基基基調調調調ととととするがするがするがするが、、、、一一一一人人人人当当当当たりたりたりたりＧＧＧＧＤＰＤＰＤＰＤＰのののの水準水準水準水準をををを高高高高めめめめ、、、、活活活活力力力力あるあるあるある低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会のののの明明明明確確確確ななななビビビビジジジジョョョョンンンンをををを提示提示提示提示、、、、それをそれをそれをそれををををを実実実実現現現現することすることすることすることですですですです。。。。人口人口人口人口がががが増加増加増加増加しているしているしているしている国国国国、、、、例例例例えばえばえばえば中国中国中国中国とかとかとかとかインドインドインドインドにににに対対対対してしてしてして、「、「、「、「おおおおたくのたくのたくのたくの国国国国はこれはこれはこれはこれ以以以以上上上上人人人人口口口口をどんどんをどんどんをどんどんをどんどん増増増増やさないでくださいやさないでくださいやさないでくださいやさないでください」」」」というというというというとはとはとはとは、、、、これまでこれまでこれまでこれまで内内内内政政政政干渉干渉干渉干渉考考考考えられてきましたえられてきましたえられてきましたえられてきました。。。。、、、、しかしかしかしかしししし地球地球地球地球のののの危危危危機機機機をををを回回回回避避避避するためにはするためにはするためにはするためには、、、、人口人口人口人口のののの増加増加増加増加をもうをもうをもうをもうちちちちょっとょっとょっとょっと抑制抑制抑制抑制すべきだというすべきだというすべきだというすべきだという主主主主張張張張がががが必必必必要要要要ですですですです。。。。日本日本日本日本はははは、、、、人口人口人口人口がががが減少減少減少減少ししししててててもももも、、、、低炭素低炭素低炭素低炭素でででで、、、、活活活活力力力力のあるのあるのあるのある質質質質のののの高高高高いいいい生生生生活活活活をををを営営営営めるめるめるめる社会社会社会社会のののの構構構構築築築築にににに成成成成功功功功すればすればすればすれば、、、、他他他他国国国国をををを説説説説得得得得するするするすることもこともこともことも可能可能可能可能ですですですです。。。。世界世界世界世界はははは依依依依然然然然としてとしてとしてとして人口増加人口増加人口増加人口増加とととと高高高高いいいい成長成長成長成長のののの実実実実現現現現をををを目目目目指指指指しているがしているがしているがしているが、、、、これではこれではこれではこれでは温暖化温暖化温暖化温暖化によるによるによるによる危危危危機機機機をををを回回回回避避避避できませんできませんできませんできません。。。。日本日本日本日本はははは人口減少人口減少人口減少人口減少とととと低低低低成長成長成長成長のののの中中中中でもでもでもでも豊豊豊豊かなかなかなかな低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会をををを実実実実現現現現できるというできるというできるというできるというモデモデモデモデルルルルををををづづづづくりにくりにくりにくりに成成成成功功功功すすすすればればればれば、、、、それをそれをそれをそれを世界世界世界世界にににに示示示示していくしていくしていくしていくことがことがことがことができますできますできますできます。。。。ほかのほかのほかのほかの国国国国ではできないけれどもではできないけれどもではできないけれどもではできないけれども、、、、日本日本日本日本ははははできるよできるよできるよできるよわけですからわけですからわけですからわけですから、、、、それをそれをそれをそれをうまくうまくうまくうまく利利利利用用用用しないしないしないしない手手手手ははははありありありありませんませんませんません。。。。 温暖化対策温暖化対策温暖化対策温暖化対策にににに対対対対するするするする短期悲観短期悲観短期悲観短期悲観、、、、長期長期長期長期楽楽楽楽観観観観というというというという私私私私のののの考考考考ええええ方方方方ををををおおおお聞聞聞聞ききききいただきいただきいただきいただき有有有有難難難難ううううござござござございいいいましたましたましたました。。。。    


